
ベルリン⼤学に提出された学位論⽂
「オイゲノールの知識」（明治 14 年: 1881）

Eugenol   オイゲノール

オイゲノールはクローブ（丁字）
やシナモンなどから得られる精油
（⾹気成分）に含まれるフェニル
プロパノイド。

⻑井はベルリン⼤学で、乾燥させたクローブの蕾から
バニリン（バニラの芳⾹物質）を単離する研究をして
おり、丁字油を原料とするオイゲノールからバニリン
や複数の関連物質を合成することに成功した。さらに
コニフェリンとオイゲノールの構造決定にも成功した。
これらの成果をドイツ語で学位論⽂にまとめて、ベル
リン⼤学に提出し、Doktor der Philosophie（PhD: 
博⼠）の学位を授与された。
ベルリン時代の⻑井は明治 8 年
以降、ドイツ化学会で精⼒的に
研究発表しており、明治 21 年
(1888)特別会員に推挙された。
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NAGAI successfully synthesized vanilline from
eugenol, together with other compounds 
including alpha-homovanilic acid. 
He also determined chemical structure of eugenol 
and coniferin. With these results, he submitted his 
thesis to Berlin Univ, obtained PhD in 1881.
He presented his research results at the academic 
meetings of German Society of Chemistry for 
several times, he was selected as a special member
of the Society in 1888.


